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                                              石狩市公立小中学校事務職員協議会 

     石狩市の備品台帳の作成について 

 

１ はじめに 

  今年の二次研究協議会ﾚﾎﾟｰﾄでも簡単に触れましたが、石狩市では 2014年冬に新備品台帳が完成

しました。この取り組みについてご報告します。 

 

２ 石狩市の新備品台帳作成のきっかけ（旧備品台帳の問題点） 

  今までの石狩市の備品台帳は、2004年に市教委が配備したＰＣに、市教委が作成したデータベー

ス（アクセス）を組み込んだものが使われていましたが、システムそのものの不具合や市教委での

メンテナンスが行われなくなるなど、次第に市内の統一性がなくなってしまいました。  

このような状況下で、早期対応を市教委に強く要望してきましたが、なかなかスムーズに行かず、

それでは事務職員側の意見を反映した備品台帳を作成した方がよいのではという声が上がり、調査

研修部により新台帳作成へ取り組むこととなりました。 

 

３ 市内の事務職員協議会・連携会議での取り組み 

  2012年 5月に市内全校に対して「備品台帳に関する調査」を行いました。まずどういう形態が良

いかということについては、現在のアクセスでよいという意見もありましたが、事務職員や市教委

担当者が人事異動等で大幅に変わり、アクセス台帳が作成された当時の経緯や詳しい使用方法がわ

からなくなったなどの理由から、アクセスでの統一は難しいと考えました。 

カード式（紙）の意見もありましたが、将来的にデータのやりとり等をする場合が考えられること

や、アクセス使用校の大多数がエクセルにデータを落としており、独自に作成した学校もエクセルを

使用していることから、「市全体で共通したもの」「入力の難しくないもの」「データの抽出しやす

いもの」などが可能なエクセルで作成するのが良いということとなりました。 

備品台帳の項目等の希望については、アクセス台帳にあった項目の他「品名・規格」「廃棄日」「納

入業者」「保管場所」「現有数量」や廃棄に関する項目（台帳）を新設した方が管理しやすいという

こととなり追加していくことになりました。又、出力形式でもカード式ではなく一覧表･羅列になっ

ていた方がわかりやすいということとなりました。以上の意見を踏まえ、ある学校で使用している備

品台帳を元に、数回の調査研修部会・定例会で意見を募りながら完成へと近づけていきました。 

 

４ 市教委との連携について 

  様々な面から市教委との意見交換が必要となり、2012年10月15日に第1回の市教委担当者と打合せ

がもたれ、その後2013年8月5日までに計4回行われました。その中では、 

①文部科学省の指針入り台帳との整合性をどうするかについては、あくまで整備していくための目安

であり、指導要領が変わったら変更していく可能性もあるので、必ずしも指針入り台帳とリンクし

なくても良い。 

②台帳は『学校でどういう物がいくつあるか？ 』という管理のしやすさが大切であり、形態に関し

ては学校現場で使いやすいものが良いと思うのでお任せする。 

③「理科教育設備台帳（理振）」「算数教育設備台帳」は非常に大まかで個別物品の管理ということ

に関しては役に立たないため、理科、算数についても台帳に加え、物品の管理、数字の把握をして

ほしい。 

④ 備品ラベルに関しては項目がきちんと共通していればよい。 

などの意見が寄せらせ、これらの意見も加えて台帳作成作業を進めていきました。 

   

５ 終わりに 

  市内の事務職員協議会・連携会議での議論や市教委との意見交換を経て平成26年1月24日付石教総

第421号「学校備品の管理について」発出となりました（別紙資料）。今後使用していくなかで不具合

等が生じた場合でも、事務職員協議会・連携会議で意見を交換しながら改良していき、市内での統一

性を保っていくことが大切だと感じています。（詳しくは石狩市連携会議ＨＰ「白書と提言」をご覧下さい） 
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